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問
合

セ

明
治
元
年

八
月

二
二
日

山
口
藩
施
政
局
達
書

桂
太
郎
宛

桂
与

一
右
衛
門

ノ
家
督
相
続

明
治

二
年

五
月

二
八
日

山
口
藩
達
書

桂
太
郎
宛

家
禄
下
賜

明
治
三
年
八
月

附
、
右
添
状

マ
マ

八
二
、
桂
太
郎
伝
記
参
考
書

㈹

123456789

予
算
大
綱
費
目
覚
書

桂
太
郎

明
治

三
五
年

増
税
、
北
清
事
変
償
金
処
分
方
針
意
見

明
治
三
五
年

桂
太
郎
書
翰

(控
)

山
県
有
朋

宛

地
租
増
徴
継
続
案

ヲ
メ
グ
ル
十
七
議
会
報
告

曽
称
荒
助

長
谷
場
純
孝

大

石
正
巳

井
上
馨

平
田
東
助

明
治
三
五
年

一
二
月

一
四
日

井
上
馨
電
報

曽
称
荒
助
宛

西
園
寺
公
望
辞
職
後
任
推
薦

伊
藤
博
文

明
治
四

一
年
七
月
五
日

明
治
三
六
年
予
算
大
綱
方
針
桂
太
郎
手
書
覚
書

明
治

三
五
年

桂
太
郎
書
翰

(
控
)

山
県
有
朋
宛

地
租

増
徴
継
続
案

ニ
ツ
キ
伊
藤
博
文

・
井
上
馨
会
見

山
県
有
朋

へ
面
談
依
頼

平

田
東
助

明
治
三
六
年

一
月

明
治
三
六
年
予
算

海
軍
拡
張
費

・
鉄
道
敷
設
費
関
係
覚
書

明
治
三
六
年

一
月

政
友
会
代
議
士
招
待
会
挨
拶

(
草
案
)

明
治
四
四
年

一
月

政
党

ノ
貴
族
院
壟
断
対
策
意
見
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八
三
、
桂
太
郎
伝
記
参
考
書
（
七
）
マ
マ

1234567891011

日
露
交
渉
意
見
書

伊
藤
博
文

明
治
三
七
年

一
月

日
露
開
戦
後
ノ
施
策
意
見

明
治
三
七
年

一
月

紀
元
節
勅
語
草
案

伊
藤
博
文

明
治
三
七
年
二
月
九
日

対
韓
方
針
覚
書

寺
内
正
毅
書
翰

桂
太
郎
宛

満
洲
軍
総
司
令
部
編
成
裁
可
ノ
件

明
治
三
七
年

六
月
九
日

対
露
作
戦
計
画
ノ
大
方
針
及
作
戦
経
過
ノ
概
要

明
治
三
七
年
六
月

一
〇
日

第
二
回
日
英
協
約
締
結

ノ
方
針

明
治
三
八
年

五
月
二
四
日
閣
議
決
定

日
露
休
戦

二
関

ス
ル
勅
語
草
案

明
治
三
八
年

日
露
戦
後
論
功
行
賞
案

明
治
三
八
年

第
二
回
日
英
同
盟
両
国
提
案

一
覧

明
治
三
八
年

日
露
講
和
条
約
案
文

明
治
三
八
年
九
月

マ
マ

八
四
、
桂
太
郎
伝
記
参
考
書
（
八
）

123456789

台
湾
統
治
方
針

桂
太
郎

明
治
二
九
年
七
月

北
清
事
変

ニ
関

ス
ル
覚
書

〔
自
伝
草
稿

ノ

一
部
カ
〕

第
三
次
桂
内
閣
成
立
ノ
際
予
算
編
成
意
見

大
浦
兼
武
筆

大
正
元
年

後
藤
新
平
書
翰

桂
太
郎
宛

政
友
会
幹
部
動
向

地
方
官
更
迭
意
見

大
正
元
年

一
二
月
二
九
日

時
事
評
論

第
八
巻
第

一
四
号

(
大
正
二
年

一
一
月

一
五
日
発
行
)

公
爵
桂
太
郎
論

蓋
棺
公
論
―

故
桂
公
爵
に
対
す
る
追
感
追
悼
-

大
正
二
年

桂
太
郎
略
伝

大
正
二
年

衆
議
院
解
散
理
由
書

大

正
二
年

二
月

井
上
馨
発
電

伊
藤
博
文
宛

政
友
会
ノ
態
度

ニ
ツ
キ
意
見

明
治
三
四
年

一
一
月

四
三

⑩
刀

=
曾

=
漣

=

㊤
〇

一
N
8

一
N
O
N

一
N
8

一
N
2

一
N
曽

一
N
N
㊤

旨
留

一
N
ω
ω

一
N
お

}
N
沼

一
N
切
。゚

一
N
O
ω

一
N
①
切

一
b。
刈
O

}
N
↓
ω

一
ω
2

一
ω
N
O

一
ω
切
①

一
ω
0
ω



10

伊
藤
博
文
発
電

井
上
馨
宛

同
返
電

11

第

一
次
桂
内
閣
ノ
財
政
問
題

二
関

ス
ル
上
奏
案
文

12

内
閣
総
理
大
臣
辞
表

明
治
三
六
年
七
月

八
五
、
桂

太

郎
伝

記
参

考

書
（
九
）
(
マ
マ
)

123456789101112
13141516171819

明
治
三
四
年

一
一
月

二
九
日

明
治
三
六
年

カ

在
外
武
官
服
務
心
得

明
治
八
年
四
月
二
八
日

北
垣
国
道
報
告
書

伊
藤
博
文
宛

土
佐
立
志
社
内
情

板
垣
退
助

ノ
挙
動

野
外
演
習
概
則
改
正
案

遺
族
保
護
規
則

軍
団
監
督
服
務
綱
領

隣
邦
兵
備
略

・
支
那
地
政
誌
調
査
報
告
上
申
文
案

明
治

一
二
年

参
謀
学
科
進
級
意
見

明
治

一
四
年

総
参
謀
局
職
務

侍
従
武
官
服
務
規
律

参
謀
本
部
、
陸
軍
省
事
務
分
掌

軍
事
部
条
例

参
謀
本
部

ト
軍
令
部
合
併

ニ
反
対

ス
ル
意
見

海
軍
省
、
軍
令
部
職
務
権
限

参
議
山
県
有
朋

・
西
郷
従
道
意
見
書

海
軍

二
参
謀
本
部
不
要

ノ
意
見

東
京
湾
海
峡
防
禦
案

明
治

一
七
年

九
月

一
八
日

巡
視
諸
要
地

ニ
対

ス
ル
意
見
書

仁
礼
景
範

・
樺
山
資
紀

川
村
純
義
宛

兵
器
民
間
購
入
意
見

附
、
東
京

・
大
阪
砲
兵
工
廠
官
員
表

シ

・
イ

.
ゴ
ル
ド

ン
書
翰

李
鴻
章
宛

(
写
)

仏
、
合
衆
国
等
士
官
採
用

国
境
防
禦

ノ
問
題

四
四

同
対
策
意
見

明
治

一
一
年
九
月

二
五
日

明
治

=

二
年

一
二
月

二

一
日

明
治

一
七
年

一
二
月
九
日

直
隷
地
方
築
城
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英
国
ノ
大
砲

日
清
戦
争
作
戦

明
治
二
七
年

日
清
銀
行
法

千
住
製
絨
所
払
下

ニ
関

ス
ル
意
見

北
畠
親
房
墓
所
在
異
見

北
畠
治
房
稿

帝
国
国
防
方
針

・
国
防

ニ
要

ス
ル
兵
力

・
帝
国
軍
用
兵
綱
領
策
定

ニ
関

ス
ル
顛
末
概
要

明
治
四
〇
年

法
庫
門
鉄
道
敷
設

二
関

ス
ル
在
英
小
村
大
使
来
電

明
治
四

一
年

一
月
二
二
日

北
京

ノ
政
況

宗
方
小
太
郎
報
告

明
治
四
二
年

一
二
月

一
一
日

伊
藤
博
文
暗
殺
事
情

松
本
少
佐
報
告

明
治
四
二
年

一
〇
月
二
七
日

我
国
常
備
陸
軍

ノ
拡
張
ト
財
政
ト
ノ
関
係
ヲ
論

ス

附
表

七
表

明
治
四
四
年
七
月

山
県
有
朋
意
見
書

国
内

・
外
ノ
情
勢
ヲ
叙

シ
、
別
冊
対
策

ヲ
供
覧

(
別
冊
ナ
シ
)

明
治
四
四
年
七
月
三

一
日

漢
冶
萍
日
支
合
弁
訂
約
ノ
大
綱

明
治
四
五
年

一
月

二
九
日

教
科
用
図
書
調
査
委
員
会
議
決
事
項

明
治
四
四
年

御
製
取
調
掛

ニ
ツ
キ
意
見
書

西
園
寺
公
望

・
後
藤
新
平
会
談
覚
書

(写
)

第
三
次
桂
内
閣
成
立
経
緯
並

ニ
政
友
会

ノ
同
内
閣

ニ
対

ス
ル
態
度

一
六
日

▼
▼

八
六
、
桂
太
郎
伝
記
参
考
書
（
十
）

123456

桂
太
郎
題
辞

所
収
記
録

ハ
山
県
有
朋

ヨ
リ
ノ
引
継
文
書
ナ
ル
旨
ヲ
記

ス

陸
軍
文
官

ノ
組
織
ヲ
改

ム
ル
意
見

将
校
海
外
留
学
手
続

海
外
留
学
生
監
督
章
程

明
治
八
年
五
月

戦
時
陸
軍
編
制
並
其
解
説

附
表

六
枚

明
治

一
八
年

六
月

軍
事
行
政
董
革
ノ
議

二
部

明
治

一
八
年

大
正
二
年

一
月
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監
車
部
条
例

明
治
二
〇
年

陸
軍
軍
隊
検
閲
条
例

戦
地
理
葬
概
則

将
校
会
食
所
規
定

省
部
関
係
ノ
事
務
手
続
書

仏
国
陸
軍
総
参
謀
編

出
師
編
制
及
職
務
綱
領

出
師
名
簿
編
纂
手
続

出
師
計
画
書
順
序
並
方
法

出
師
計
画
書
附
表

三
浦
梧
楼
意
見
書

軍
幹
部
養
成

明
治

一
八
年
二
月

改
正
東
京
湾
防
禦
第
二
期
策
案

明
治

一
八
年
四
月

一
三
日

対
州
兵
備
草
按

明
治

一
八
年
六
月

対
馬
島
警
備
隊
編
制
案

対
馬
警
備
隊
編
制
表

対
馬
独
立
隊
編
制
総
論
、
対
馬
駐
屯
兵
隊
編
制
案

対
馬
駐
屯
砲
兵
教
育
概
則

対
州
兵
備
草
案

明
治

一
八
年
六
月

兵
営
位
置
之
義

ニ
付
意
見

和
智
重
任

明
治

一
八
年

一
〇
月

三
年
兵
ヲ
廃
シ
タ
ル
歩
兵
隊
ノ
景
況

陸
軍
武
官
進
級
条
例

明
治

一
八
年
九
月
八
日

陸
軍
士
官
学
校
条
例

明
治
二
二
年
カ

陸
軍
戸
山
学
校
条
例

明
治
二
〇
年

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
条
例

明
治
二
二
年
カ

四
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陸
軍
地
方
幼
年
学
校
条
例

明
治

二
二
年
カ

陸
軍
教
導
団
条
例

明
治
二
三
年

カ

陸
軍
乗
馬
学
校
条
例

陸
軍
砲
兵
学
校
条
例

陸
軍
砲
兵
射
撃
学
校
条
例
、
陸
軍
要
塞
砲
兵
学
校
条
例

憲
兵
司
令
部
密
偵
報
告

鳥
尾
小
弥
太
ノ
動
向

旧
自
由
党
員
ト
ノ
交
渉

都
督
部
条
例
草
案
、
同
制
定

ノ
理
由

明
治
二
九
年

二
月
起
草

マ
マ

八
七
、
桂
太
郎
伝
記
参
考
書
（
十
一
）

12345678

陸
軍
省
及
ビ
参
謀
本
部
相
互
通
牒
事
項

明
治

一
五
～
七
年
度
陸
軍
省
予
算

明
治

一
七
年
度
陸
軍
省
経
費
予
算

明
治

一
八
年
陸
軍
省
予
算
関
係
書
類

明
治

一
九
年
陸
軍
省
経
費
予
算

軍
本
営
人
馬
員
数
表
他
九
種
統
計
表

安
南
報
告

池
田
正
介

・
小
泉
正
保

明
治

一
六
年

一
二
月
二
七
日

馬
屋
原
二
郎
推
薦
状
並
同
人
維
新
前
後

ノ
履
歴
書

明
治
四
四
年
七
月

八
八
、
明
治
四
十
五
年
外
遊
関
係
書
類

12345

渡
辺
千
秋
書
翰

桂
太
郎
宛

桂
太
郎
渡
欧

ニ
ツ
キ
上
奏

渡
欧
調
査
事
項

桂
太
郎
渡
欧
調
査
事
項
甲
号

・
乙
号

奉
送

桂
公
爵
西
遊

(
漢
詩
)

桂
公
ノ
外
遊

ニ
就

テ

桂
太
郎
外
遊

ニ
関

ス
ル
新
聞
記
事

(
写
)

ア
メ
リ
カ
訪
問
不
可
能

明
治
二
二
年

一
二
月

明
治
四
五
年
七
月
四
日

四
七
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四
八
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ア

メ
リ
カ
国
務
省
電
報
写

駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
宛

ア
メ
リ
カ
訪
問
不
可
能

明
治
四
五
年
七
月
三
日
1
0
Ｒ

上
原
勇
作
電
文

(
訳
)
桂
太
郎
宛

徐
世
昌

ト
ノ
面
談
内
容

ノ
報
告
要
請

明
治

四
五
年
七
月

一
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